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2024 年 1 月 28 日（日） 

午前 9 時～11 時 30 分（予定） 

内 容：教えて！冬のお手入れ ～接ぎ木と剪定～ 

講 師：土井 静雄さん 

ところ：新涯交流館 ２階 会議室 

定 員：１5 人（要予約：新涯交流館 953-5634） 

     ※ 定員になり次第，受付終了 

材料代：500 円（接ぎ木の苗 5 本分） 

持参物：マスク（必ず着用）・剪定ばさみ・ 

作業用綿手袋・切り出しナイフ（カッターナ

イフ不可） 

 

新 涯 学 区 ま ち づ く り 推 進 委 員 会  教 育 ・ 子 育 て 部 会 

新 涯 交 流 館  団 体 別 等 学 習 事 業  

～子どもが学校に行きたくないと言ったとき～ 

不登校について 
家庭 で地域 で出来 ることを考 える 

 

2023 年 12 月 17 日 （日 ） 

午前 10 時～11 時 30 分 （予 定 ）  

講師  西村  一生  先 生  

公 認 心 理 師 （国 家 資 格 ）  臨 床 心 理 士  

特 別 支 援 教 育 士  

カウンセリングルーム  「風 の通 り道 」  

長 年 ，高 校 教 師 を勤 められた後 ，広 島 県 尾 道

市 でカウンセリングルーム 「風 の通 り道 」を設 立 。  

また、岡 山 県 内 ・広 島 県 内 ・大 阪 市 ・通 信 制

高 校 等 の教 職 員 向 け・保 護 者 ・児 童 ・学 生 向 け

の勉 強 会 や研 修 会 ，講 演 会 など幅 広 く活 躍 され

ています。  

子どもたちは，表に出すことがで

きないだけで，日々の生活の中で，

生きづらさや不安を心に抱えて，

毎日ギリギリで耐えているのかも

しれません。 

そんな子どもの心に気づくこと

が出来たなら，そして家庭や地域

で何が出来るかを考えてみませ

んか？ 
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2024 年 

1 月 18 日（木） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ば ら 講 座 

新涯学区あいさつ運動推進委員会 

午前 7時 40 分 

～8 時 20 分ごろ 

通学路周辺にて 

 

２０２３年１月のとんど祭の様子 

第７回新涯学区とんど祭 

 

主催：新涯学区とんど祭実行委員会 
新涯学区まちづくり推進委員会 

と き ： 2024年 1月 14日（日） 

時間 ： 午前９時～ 

ところ： 新涯小学校グラウンド 

お正月飾りや書初めを持ってきてね！ 

 

 
★各戸 一部ずつ お取りください(*^_^*)★ 

とんど祭の詳細については，次回発行
の臨時増刊号でお知らせします！ 

あいさつ運動 

空気が乾燥する季節です。 
 

火の取り扱いには 
十分に注意 
しましょう！！ 
 

新涯学区自主防災協議会 
消防団川口分団第三班 
 

新涯学区まちづくり推進委員会 

参加費無料・申込み不要 
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開会式 実行委員長挨拶 開会式 くす玉わり 

年末・年始の交流館休館日は

12 月 29 日（金）～1 月 3 日（水）です。 

みなさまにとって新年が実りある良い一年と 

なりますよう，心よりお祈り申し上げます。 

来年もどうぞよろしくお願いいたします。 

              新涯交流館 職員一同 

 

避難訓練の様子 

新 涯 学 区 ま ち づ く り 推 進 委 員 会 

新 涯 ふ れ あ い フ ェ ス タ 実 行 委 員 会 

～考えよう相手の気持ち 未来へつなげよう 違いを認め合う心～ 

十
一
月
二
十
六
日
に
新
涯
学
区
総
合
防
災
訓
練
を
行

い
、
総
勢
四
一
二
人
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
新
涯
学
区
が
災
害
時
に
避
難
場
所
と
し

て
の
使
用
を
提
携
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
箕
島
町
茶

山
の
ア
シ
ー
ド
ブ
リ
ュ
ー
へ
速
や
か
に
避
難
す
る
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。 

午
前
九
時
に
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震

が
発
生
し
、
津
波
警
報
・
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
た
こ

と
を
想
定
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
各
町
内
会
の
第
一
次
避
難

場
所
に
集
合
し
、
そ
こ
か
ら
第
二
次
避
難
場
所
で
あ
る

箕
島
町
茶
山
へ
移
動
、
点
呼
の
の
ち
、
第
三
次
避
難
場

所
で
あ
る
新
涯
小
学
校
へ
と
移
動
、
そ
の
後
、
小
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
新
涯
生
活
学
校
さ
ん
に
よ
る
豚

汁
の
炊
出
し
訓
練
を
、
女
性
会
さ
ん
に
お
手
伝
い
い
た

だ
き
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。 

災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か

ら
、
地
域
の
避
難
場
所
、
避
難
所
を
確
認
し
て
お
き
、

家
族
と
話
し
合
い
、
い
ざ
と
い
う
時
に
、
命
を
守
る
行

動
が
出
来
る
よ
う
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

新

涯

学

区

自

主

防

災

協

議

会 

新

涯

学

区

ま

ち

づ

く

り

推

進

委

員

会 

会場の様子 メインステージ S4 さんによる大道芸 

新
涯
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
を
行
い
ま
し
た
。 

十
一
月
四
日
・
五
日
に
『
新
涯
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
』

を
、
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
直
前
ま
で
雨
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
見
事
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、
青
空
の
も
と
、
地
域

の
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
来
場
を
い
た
だ
き
、
会
場
は
笑

顔
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

作
品
展
・
出
店
・
ス
テ
ー
ジ
発
表
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
、
実
行
委
員
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
に
よ
り
、
学

区
の
絆
を
感
じ
る
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
と
も
、
明
る
く
住
み
よ
い
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
に
、
ご
理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

炊出し訓練の様子 

ま
ち
づ
く

り
座

談

会

の
経

過

報

告 

今
年
度
か
ら
『
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
』
を
コ
ロ
ナ
禍
以
前
同
様

に
、
町
内
会
ご
と
に
「
視
聴
覚
教
材
の
鑑
賞
と
話
し
合
い
」
ま
た

は
「
町
内
会
の
課
題
・
解
決
策
な
ど
の
話
し
合
い
」
の
二
形
式
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

「
視
聴
覚
教
材
の
鑑
賞
と
話
し
合
い
」
で
は
、
視
聴
覚
教
材
「
バ

ー
ス
デ
イ
」
を
鑑
賞
し
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
の
テ
ー
マ
は
「
性

の
多
様
性
を
認
め
合
う
～
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社

会
を
め
ざ
し
て
～
」
で
す
。
性
的
少
数
者
に
つ
い
て
は
、
依
然
と

し
て
社
会
理
解
が
進
ま
ず
、
偏
見
や
差
別
、
配
慮
に
欠
け
た
対
応

な
ど
、
周
囲
の
無
理
解
が
深
刻
な
人
権
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
作
品
を
性
的
少
数
者
に
つ
い
て
理
解
す
る
き
っ
か
け
と

し
、
そ
の
多
様
性
を
認
め
、
す
べ
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
生
き
て

い
け
る
社
会
に
つ
い
て
考
え
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
「
町
内
会
の
課
題
・
解
決
策
な
ど
の
話
し
合
い
」
で
は
、 

猫
問
題
や
ゴ
ミ
問
題
な
ど
、
町
内

会
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
話
し
合
い
を
と
お
し
て
、

住
み
よ
い
ま
ち
へ
の
足
掛
か
り
と

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
新
涯
学
区
の
ひ
と

り
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
安
心
・

安
全
な
ま
ち
に
す
る
た
め
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 い

た
だ
い
た
多
く
の
ご
意
見

は
、
現
在
、
記
録
を
整
理
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
整
理
し
た
記
録

は
、
各
町
内
会
へ
お
返
し
し
ま
す
。 

 


